
愛知用水地域

その他の給水地域

その他の地域

川総
合

幹線

豊
川
用
水

牟呂用水

部幹線

西部幹線

寒狭川導水路

佐
久
間
導
水
路

振
草
導
水
路

矢作
川

巴
川

豊川

天
竜
川

阿
木
川

浜名湖

長野県

静岡県

阿木川ダム

岩倉取水口

工

蒲
郡
調
整
池

駒
場
池

万場調整池

大原調整池

三ツ口池

寒狭川頭首工

大野頭首工

振草頭首工

大入頭首工

大島ダム

佐久間ダム

宇連ダム

設楽ダム

牟呂松原
頭首工

首工

矢
作
ダ
ム

愛知用水
工業用水としての足跡

愛知用水が通水50年を迎える今日まで、つつがなく経営を続けられた背景には、

都市用水としての利用を含んだ総合開発であった、という事実があります。

そして、都市用水への転用を受容した人たちの柔軟な姿勢がありました。

特に工業用水は、愛知県の工業化に貢献しました。

モノづくりナンバー１を誇る「強い」愛知に発展させた縁の下の力持ちは、

愛知用水かもしれません。

36

愛
知
用
水
へ
の
参
加

愛
知
用
水
事
業
は
１
９
５
１
（
昭
和
26
）

年
度
に
、
農
業
用
水
主
体
で
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
国
の
財
政
事

情
で
は
資
金
確
保
の
問
題
も
あ
っ
て
、

世
界
銀
行
か
ら
借
款
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
借
款
を
受
け
る
に
は
、

農
業
用
水
の
み
で
な
く
都
市
用
水
な
ど

を
含
ん
だ
多
目
的
事
業
に
す
る
必
要
が
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愛知用水工業用水道地域

愛知用水・西三河工業用水道重複地域

その他工業用水道地域

その他の地域

浄水場

ダム・堰・頭首工など

湖・池など

幹線導水路

専用導水路

配水管路

尾張東部浄水場

上野浄水場

知
多
浄
水
場

愛知
用水

矢
作
川
総
合

南
部
幹
線

矢作
川総
合

北部
幹線

木
曽
川
用
水

長良導水

豊
川
用
水

牟呂用水

東部幹線

西部幹線

寒狭川導水路

佐
久
間
導
水
路

振
草
導
水
路

明治用
水

長良川

揖
斐
川

木曽川

庄内川

矢作
川

巴
川

豊川

天
竜
川

阿
木
川

三河湾

浜名湖

伊勢湾

岐阜県
長野県

静岡県

犬山頭首工

今渡ダム

阿木川ダム

岩倉取水口

細川頭首工

蒲
郡
調
整
池

駒
場
池

初立池

芦ヶ池調整池

万場調整池

大原調整池

三ツ口池

寒狭川頭首工

大野頭首工

振草頭首工

大入頭首工

大島ダム

佐久間ダム

宇連ダム

設楽ダム

牟呂松原
頭首工

明治用水頭首工

愛知用水取水口

愛
知
池

佐布里池

長
良
川
河
口
堰

美
浜
調
整
池

矢
作
ダ
ム

木
曽
川
大
堰

土井 康夫さん

どい やすお
愛知県企業庁水道部水道計画課主幹

野口 興晴さん

のぐち こうせい
愛知県企業庁水道部水道計画課主査

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
愛
知
用
水

事
業
は
農
業
用
水
、
都
市
用
水
（
水
道
・

工
業
用
水
）
、
発
電
の
３
部
門
か
ら
な
る

多
目
的
事
業
と
し
て
事
業
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

１
９
５
２
年
度
（
昭
和
27
）
、
農
林
省

は
都
市
用
水
の
参
加
を
愛
知
県
、
名
古

屋
市
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
に
要
請
し

ま
し
た
が
、
話
は
ま
と
ま
ら
ず
暗
礁
に

乗
り
上
げ
ま
し
た
。
農
林
省
は
愛
知
県

知
事
に
「
愛
知
用
水
に
都
市
用
水
が
参

加
す
る
よ
う
に
調
整
し
て
ほ
し
い
」
と

強
い
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
名
古

屋
市
及
び
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
と
の

話
し
合
い
は
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

愛
知
用
水
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、
愛
知
県
は
毎
秒
1.7
k
の
都
市
用
水

を
引
き
受
け
る
こ
と
で
愛
知
用
水
事
業

へ
の
参
加
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
工
業
用
水
道
の
水
量
は
幾
度
も
調

整
し
た
結
果
、
毎
秒
０
・
６
９
３
k
と

な
り
、
全
量
を
名
古
屋
南
部
臨
海
工
業

地
帯
へ
給
水
す
る
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
県
営
の
愛
知
用
水
工
業
用

水
道
第
１
期
事
業
の
始
ま
り
で
す
。

創
設
期

名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯
は
名
古

屋
港
の
浚
渫
土

し
�
ん
せ
つ
ど

を
埋
め
立
て
て
造
成
し

た
も
の
で
、
当
時
は
工
業
用
水
に
地
下

水
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
の
創
設
時
の
水
利
権
、

毎
秒
０
・
６
９
３
k
が
決
定
し
た
も
の

工業用水道事業マップ（上）及び、水道事業マップ（左ページ右）／愛知県企業庁提
供のデータ、国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「愛知、長野、岐阜、静岡、
三重」及び、国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、湖沼データ（平成17
年）」より編集部で作図

農業用水マップ（左ページ左）／愛知用水土地改良区、愛知県企業庁提供のデータ、
国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「愛知、長野、岐阜、静岡、三重」及び、
国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、湖沼データ（平成17年）」より編
集部で作図

美浜調整池より下流の幹線水路は愛知県企業庁の送水管、これより上流は（独）水資
源機構の送水管である。



浄水場

湖・池など

幹線導水路

専用導水路

送水管路

調整池

ダム・堰・頭首工など

供給点

高蔵寺浄水場

尾張東部浄水場

上野浄水場

知
多
浄
水
場

愛知
用水

矢
作
川
総
合

南
部
幹
線

矢作
川

北部
幹

木
曽
川
用
水

長良導水

東部

明治用
水

長良川

揖
斐
川

木曽川

庄内川

三河湾

伊勢湾

岐阜県
犬山頭首工

今渡ダム

細川頭首

初立池

芦ヶ池調整池

明治用水頭首

愛知用水取水口

愛
知
池

佐布里池

長
良
川
河
口
堰

美
浜
調
整
池

木
曽
川
大
堰

愛知用水 工業用水としての足跡37

の
、
当
初
は
給
水
先
の
名
古
屋
市
南
部

地
区
に
立
地
す
る
製
鋼
、
石
油
化
学
、

造
船
な
ど
の
工
場
に
は
工
業
用
水
に
つ

い
て
理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
に
深

井
戸
の
実
態
調
査
を
し
た
結
果
、
地
下

水
の
汲
み
上
げ
が
限
界
に
達
し
て
お
り
、

地
下
水
位
低
下
な
ど
の
障
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
名
古
屋
港
付

近
で
は
地
盤
沈
下
に
よ
る
荷
揚
場
や
防

潮
堤
の
大
規
模
な
沈
下
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
工
場
に
説
明
し
て
、

深
井
戸
か
ら
工
業
用
水
道
へ
の
転
換
を

Ｐ
Ｒ
し
た
結
果
、
次
第
に
関
係
者
の
認

識
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
、
工
業
用
水
法
制
定
の
動
き
も

あ
り
、
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
に
は
日

量
約
７
万
k
の
水
量
が
申
し
込
ま
れ
、

こ
の
需
要
量
を
基
と
し
て
、
１
９
５
８

（
昭
和
33
）
年
度
に
日
量
８
万
６
４
０
０

k
の
給
水
計
画
で
愛
知
用
水
工
業
用
水

道
第
１
期
事
業
が
着
手
さ
れ
、
１
９
６

１
年
（
昭
和
36
）
12
月
に
給
水
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

第
２
期
事
業

名
古
屋
市
を
中
心
と
す
る
中
部
産
業

圏
の
産
業
は
、
こ
れ
ま
で
名
古
屋
南
部

地
区
及
び
四
日
市
を
除
く
と
繊
維
、
木

材
な
ど
の
軽
工
業
が
主
体
で
し
た
。
こ

の
産
業
構
成
の
歪
み
を
直
し
、
さ
ら
に

高
度
化
を
図
る
た
め
、
中
部
経
済
連
合

会
を
中
心
と
し
て
伊
勢
湾
臨
海
部
へ
重

化
学
工
業
を
誘
致
す
る
運
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
中
心
と
な

っ
た
の
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
一

貫
の
製
鉄
所
を
誘
致
す
る
こ
と
で
し
た
。

１
９
５
９
年
（
昭
和
34
）
６
月
に
名
古

屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯
に
東
海
製
鐵

（
現
・
新
日
本
製
鐵
）
の
立
地
が
決
定
。
大

同
製
鋼
（
現
・
大
同
特
殊
鋼
）
、
製
鉄
化
学

（
現
・
東
レ
と
現
・
東
亜
合
成
）
、
石
川
島
播

磨
重
工
業
、
出
光
興
産
と
い
っ
た
重
化

学
工
業
が
次
々
と
進
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
工
業
用
水
の
需
要
量
は
、
う
な
ぎ

登
り
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
需
要
量
の
増
大
を
、
第
１
期
事

業
の
日
量
８
万
６
４
０
０
k
で
は
満
た

す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
拡
張

事
業
と
し
て
第
２
期
事
業
（
１
９
６
１
～

１
９
６
４
年
度
工
期
）
が
必
要
と
な
り
、
給

水
能
力
日
量
25
万
９
２
０
０
k
で
計
画

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
水
源
は
愛
知
用

水
の
高
度
化
に
よ
り
生
み
出
す
よ
り
ほ

か
に
方
策
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

愛
知
用
水
事
業
の
当
初
計
画
で
は
、

農
業
受
益
面
積
は
約
３
万
７
０
０
ha
で

し
た
が
、
精
査
し
た
と
こ
ろ
約
２
万
３

５
０
０
ha
に
減
少
す
る
こ
と
が
判
明
。

こ
の
分
と
、
佐
布
里

そ
う
り

地
区
に
約
５
０
０

万
k
の
調
整
池
を
築
造
す
る
こ
と
で
、

毎
秒
3.0
k
を
農
業
用
水
か
ら
工
業
用
水

に
転
用
し
て
水
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

第
３
・
４
期
事
業

名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯
に
は
、

我
が
国
の
基
幹
産
業
と
も
い
う
べ
き
鉄

鋼
、
石
油
化
学
な
ど
の
工
場
が
既
に
進

出
し
操
業
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
規
進
出
企
業
が
次
々
に
立
地
す
る
の

に
加
え
、
既
設
工
場
も
生
産
設
備
を
拡

充
し
て
い
く
高
度
成
長
状
況
で
、
工
業

用
水
の
需
要
は
１
９
７
０
年
度
（
昭
和
45
）

に
は
給
水
開
始
時
の
約
４
倍
の
日
量
約

59
万
k
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
、
第
３

期
事
業
（
１
９
６
５
～
１
９
７
２
年
度
工
期
）

に
依
存
す
る
水
量
は
日
量
20
万
k
と
し

て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
期
事
業
の
水
源
は
、
全
量
を
愛

知
用
水
に
依
存
す
る
よ
り
他
に
方
策
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
農

業
受
益
面
積
の
減
少
と
、
岐
阜
県
東
濃

用
水
の
一
部
利
用
に
よ
り
、
都
市
用
水

と
し
て
毎
秒
３
・
８
０
５
k
を
農
業
用

水
か
ら
転
用
し
て
確
保
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
工
業
用
水
道
の
水
源
は
毎
秒

２
・
２
１
８
k
で
す
。

第
３
・
４
期
事
業
で
は
、
愛
知
用
水

へ
の
水
源
依
存
が
限
界
と
な
り
、
西
三

河
地
域
の
工
業
用
水
道
水
源
と
し
て
確

保
し
て
い
た
矢
作
ダ
ム
水
源
の
一
部
を

愛
知
用
水
地
域
へ
振
り
替
え
て
水
源
と

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
延
長
約
16
㎞

の
矢
作
導
水
路
を
愛
知
池
ま
で
建
設
し

て
給
水
し
て
い
ま
す
。

阿
木
川
ダ
ム
、
味
噌
川
ダ
ム

名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯
で
は
、

既
設
工
場
の
拡
充
に
加
え
、
内
陸
部

水田用補給区域

畑地かんがい区域

その他の地域湖・池など

幹線導水路

支線水路（国営級）

支線水路（県営級）

ダム・堰・頭首工など

愛
知
用
水

矢
作
川
総
合

南
部
幹
線

矢作
川総
合

北部
幹線

木
曽
川
用
水

長良導水

豊
川
用
水

牟呂用水

東部幹線

西部幹線

寒狭川導水路

佐
久
間
導
水
路

振
草
導
水
路

明治用
水

長良川

揖
斐
川

木曽川

庄内川

矢作
川

巴
川

豊川

天
竜
川

阿
木
川

三河湾

浜名湖

伊勢湾

岐阜県
長野県

静岡県

犬山頭首工

今渡ダム

阿木川ダム

岩倉取水口

細川頭首工

蒲
郡
調
整
池

駒
場
池

初立池

芦ヶ池調整池

万場調整池

大原調整池

三ツ口池

寒狭川頭首工

大野頭首工

振草頭首工

大入頭首工

大島ダム

佐久間ダム

宇連ダム

設楽ダム

牟呂松原
頭首工

明治用水頭首工

愛知用水取水口

愛
知
池

佐布里池

長
良
川
河
口
堰

美
浜
調
整
池

矢
作
ダ
ム

木
曽
川
大
堰
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（
大
府
市
、
阿
久
比
町
な
ど
）
の
企
業
立
地
も

進
み
、
需
要
は
さ
ら
に
増
加
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
水
源
事
情
も
考
慮
の

上
、
第
４
期
事
業
と
し
て
日
量
30
万

k
の
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
水
源

と
し
て
、
阿
木
川
ダ
ム
（
岐
阜
県
・
恵
那
市
）

に
毎
秒
２
・
０
９
８
k
の
水
利
権
を
１

９
９
１
年
度
（
平
成
３
）
に
確
保
し
、
味

噌
川
ダ
ム
（
長
野
県
・
木
祖
村
）
に
毎
秒

０
・
７
３
１
８
k
の
水
利
権
を
１
９
９

６
年
度
（
平
成
８
）
に
確
保
し
ま
し
た
。

工
業
化
に
果
た
し
た
役
割

地
下
水
に
よ
る
工
業
用
水
確
保
が
限

界
に
達
し
て
い
る
状
況
で
、
愛
知
用
水

事
業
か
ら
工
業
用
水
を
給
水
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
ま
ず
、
地
盤
沈
下
が
沈
静

化
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
１
期
事
業
か
ら
需
要
の

増
大
に
合
わ
せ
て
給
水
能
力
を
随
時
拡

張
し
、
第
４
期
事
業
ま
で
の
短
期
間
に

日
量
84
万
５
６
０
０
k
の
給
水
が
可
能

水
量
は
日
量
約
９
万
６
０
０
０
k
で
す
。

第
２
期
事
業
が
完
了
し
た
１
９
６
４
年

度
（
昭
和
39
）
は
、
21
事
業
所
で
日
量
約

19
万
３
０
０
０
k
の
契
約
で
あ
り
、
わ

ず
か
３
年
間
で
当
初
の
約
２
倍
に
増
加

し
ま
し
た
。

第
３
期
事
業
が
完
了
し
た
１
９
７
２

年
度
（
昭
和
47
）
は
、
45
事
業
所
で
日
量

約
56
万
３
０
０
０
k
の
契
約
で
、
当
初

の
約
5.8
倍
、
２
期
完
了
時
の
約
３
倍
と

な
っ
て
お
り
、
２
期
完
了
か
ら
の
８
年

間
で
急
激
に
工
業
用
水
需
要
が
増
大
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

上
の
表
内
の
数
字
は
計
画
給
水
量
で
、
こ
こ
で
語

ら
れ
る
契
約
水
量
と
は
異
な
る
。

工
業
用
水
の
水
道
料
金
は
使
用
量
に
応
じ
る
の
で

は
な
く
契
約
水
量
に
応
じ
て
徴
収
し
、
こ
れ
を
〈
責

任
水
量
制
〉
と
い
う
。
水
道
水
の
よ
う
に
不
特
定
多

数
の
ユ
ー
ザ
ー
で
は
な
く
、
特
定
の
限
ら
れ
た
数
の

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
、
安
定
的
に
料
金
を
徴
収
す
る
仕
組

み
だ
。
そ
の
た
め
実
際
に
は
、
契
約
水
量
の
全
量
が

す
ぐ
さ
ま
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

見
込
ま
れ
る
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、
次
な
る
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
っ
た
。

今
後
、
愛
知
用
水
工
業
用
水
道
事
業

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
工
業
用
水
の

供
給
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
安
定
供

給
（
水
量
）」
と
「
良
質
な
水
（
水
質
）」

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
業
用
水

道
事
業
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
経
営

の
効
率
化
と
安
定
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

愛知用水の都市用水における経過
愛知県企業庁提供のデータより編集部で作図

第１期事業 第2期事業 第3期事業 第4期事業 計 

21,551 22,586 24,167 25,628 ― 

1958年～1960年 1961年～1964年 1965年～1972年 1970年～2009年 ― 

1961年12月（上野） 1965年5月（知多） ― 1974年9月（東郷） ― 

12営業所 25営業所 26営業所 26営業所 ― 

上野 86,400 86,400 ― ― 172,800 

知多 ― 172,800 200,000 100,000 472,800 

東郷 ― ― ― 200,000 200,000 

計 86,400 259,200 200,000 300,000 845,600 

水道用水 1.007 ― 1.587 ― 2.594 

工業用水 

工業用水 

工業用水 

工業用水 

0.693 3.000 2.218 ― 5.911 

水道用水 ― ― ― ― ― 

工業用水 ― ― ― 2.496 2.496 

水道用水 ― ― ― 1.102 1.102 

工業用水 ― ― ― 2.098 2.098 

水道用水 ― ― ― 2.769 2.769 

工業用水 ― ― ― 0.731 0.731 

計 1.700 3.000 3.805 9.196 17.701 

（水源不足） （0.436） （0.454） （△0.774） （△0.116） （0） 

佐布里池建設 
1963年5月～1965年5月 

矢作導水路の建設 
1970年～1971年 

区域拡大（変更届）
1988年：大府市、阿久比町
1999年：豊田市、三好町、東浦町

味噌川 

確
保
水
源 

工
業
用
水
道
の 

計
画
給
水
量 

備考 

給水対象（届） 

牧尾 

矢作 

阿木川 

項目

事業届 

工期 

給水開始（浄水場） 

（㎥／日） 

（㎥／s） 

と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
大
量
の
工

業
用
水
が
確
保
で
き
た
の
は
、
愛
知
用

水
事
業
に
参
加
し
た
た
め
に
、
当
初
は

農
業
用
水
の
転
用
で
対
応
で
き
た
こ
と
。

そ
し
て
、
開
発
水
源
で
あ
る
阿
木
川
ダ

ム
、
味
噌
川
ダ
ム
の
通
水
に
、
愛
知
用

水
幹
線
水
路
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
た

こ
と
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

急
激
に
増
大
す
る
工
業
用
水
需
要
に

対
応
で
き
た
こ
と
で
、
企
業
に
安
心
感

が
確
保
さ
れ
、
新
規
企
業
が
次
々
に
立

地
し
、
さ
ら
に
既
存
工
場
は
増
産
、
施

設
拡
張
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
安
定
し

た
工
業
用
水
の
供
給
が
、
名
古
屋
南
部

臨
海
工
業
地
帯
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
東
海
製
鐵
の
誘
致
の
際
の
建

設
候
補
地
と
し
て
は
、
三
重
県
桑
名
市
、

四
日
市
と
名
古
屋
南
部
が
名
乗
り
を
上

げ
、
三
者
の
激
し
い
誘
致
合
戦
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
誘
致
条
件
の
一
大

要
素
と
し
て
工
業
用
水
が
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
工
業
用
水
の
確
保
に

つ
い
て
、
愛
知
県
は
県
営
の
愛
知
用
水

工
業
用
水
道
事
業
に
よ
り
供
給
す
る
こ

と
を
約
束
し
、
１
９
５
９
年
（
昭
和
34
）

６
月
12
日
に
協
定
書
を
締
結
し
て
、
誘

致
が
決
定
し
ま
し
た
。

東
海
製
鐵
の
誘
致
成
功
に
伴
い
、
重

化
学
工
業
が
次
々
と
進
出
し
、
こ
こ
に

一
大
基
礎
素
材
型
工
場
群
が
実
現
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
愛
知
用
水
事
業

に
参
加
し
た
こ
と
で
、
急
増
す
る
工
業

用
水
需
要
に
も
対
応
で
き
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
愛
知
用
水
が
存
在
し
な
か
っ

た
ら
、
急
激
な
工
業
化
に
工
業
用
水
の

供
給
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
で
し
�
う
。

「
モ
ノ
づ
く
り
」
産
業
の
集
積

に
貢
献

愛
知
県
で
は
産
業
政
策
の
大
き
な
柱

と
し
て
「
モ
ノ
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
愛

知
県
企
業
庁
で
は
そ
の
政
策
の
一
環
と

し
て
、
用
地
の
造
成
と
工
業
用
水
道
の

整
備
に
努
め
、
積
極
的
な
誘
致
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
工
業
用
地
に
つ
い
て
は

名
古
屋
港
周
辺
を
名
港
管
理
組
合
が
造

成
し
、
そ
の
他
の
地
域
（
衣
浦
港
、
三
河
港
、

内
陸
部
）
に
つ
い
て
は
愛
知
県
企
業
庁

（
旧
・
企
業
局
）
が
造
成
し
て
き
ま
し
た
。

工
業
用
水
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市

南
部
の
一
部
を
除
き
、
愛
知
県
企
業
庁

（
旧
・
水
道
局
）
が
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
産
業
政
策
の
結
果
、
現

在
の
愛
知
県
に
は
製
鉄
や
石
油
化
学
な

ど
の
「
基
礎
素
材
」
産
業
や
自
動
車
、

工
作
機
械
、
電
気
製
品
、
航
空
宇
宙
な

ど
の
「
モ
ノ
づ
く
り
」
産
業
が
集
積
し
、

製
造
品
出
荷
額
は
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）

以
来
、
33
年
間
連
続
し
て
全
国
第
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
需
要
の
変
遷

愛
知
用
水
工
業
用
水
道
事
業
が
給
水

を
開
始
し
た
１
９
６
１
年
度
（
昭
和
36
）

の
延
べ
事
業
所
数
は
12
事
業
所
、
契
約


